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綿Ir;~鍵下プラザj鈴菊における PGA シ…トと
PDS糸を摺いた総額1胸膜織強法の工夫
自治医科大学外科学講f! 呼吸器外科学部門
手塚康詩， 1左藤幸夫，長谷Jll縛i，大谷英二遠藤哲哉，
~r:J長泰郎
[ 1まとめに}自渋うえ艇に対する鶏絞鏡下プラザj除街の術後路発のおH誌
の)っとして，切除I~r端近傍からのブラ新生が挙げられ，それをIlJj1と
する手段として後々の線側腕綴補強法が報告されている.今iu.l， 4-え々
はj淘肢鏡下iこ自動縫合器をJHいてプラを切除した後，ザj除断携の1I可端
を PDS 糸で結殺し，それをガイド iこ PGA シートを I~f端部へ綾護し，
クリップで認め総合lQ総務へi穏定する方法の手rm牲を検討した. {対象}
2005年lYlから 12Y1の1it:nlこ行われた初予1fj熱気鶴手務部鰐 (51
i理〉を対象とした、本法を施行した症例は 12fyiJ (1 :Hlll)であり，ブ
ラ切験後iニ1議官!~燐絞，の援i強を行ヮていない故機会t29 {発 (29鶴)であっ
た.残りの9傍 (9鱒){主主に気鋭J性変{七が箸i持者潟撚者で，議後に
切除!訴端から!隣接会与霊廷すると子泌されたため，ブイプリン様単独も
しくは PGA シートとフイプリン織の併用による臨機胸膜の鵠~g1 を
hった.[結来i会談例中の碍発iま3倒 (6%)であった.いずれもプ
ラ切除後に蹴棋)J腕艇の掠強を行っていない若年:?i'の症例であり，新生
プラが際立Jと忠われた疾:告1がH九ブラの見落としがl倒であった.
本法を施行した症例は現在のところ務後群発を留、めていない.若年者
の騒然気緯iこ対し，フィプリン絡を使用し会い本法は惑染症の防止や
コストの議iでも後れており， ~議総総務補!訟の手段として宥mと忽われ
た.
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